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圧が 130[mmHg] ∼ 170[mmHg]の範囲に分布した．そこで，モ
デルへの入力刺激を元の刺激の 0.85倍にすることで，上腕での







用いた．LSTM は，input gate，output gate をもつニューラ
ルネットワークである RNN(Recurrent Neural Network) に，
forget gateを追加したユニットをもつニューラルネットワーク
である．本研究では，LSTM の条件である最適化法は Adam，
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